
夢を実現するため。
　2021年4月から始まった「ETAJIMA GoON」。今回は特別編として、3月末に発刊されたフリーペーパーの中か
ら、江田島市消防本部に勤務する消防士・早稲田悠生さんへのインタビュー記事をご紹介します。

『あの人たちのような消防士に』

貫く意志と、努力

早稲田 悠
ゆう

生
き

さん江田島市消防本部 勤務
市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を市役
所や市内各所、電
子版で見ることが
できます。

（ゴー・オン）

広報えたじま　連動企画

毎号リレー形式で江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ETAJIMA Vol . 1GoON!
interview 働く場所でも、遊ぶ場所でもない。

みんなが集まって「ほっ」とできる、そんな場所にしたい。

( NORA・早稲田 圭)

　能美町中町港から歩いて約 5分。窓からのぞく “金色のゴリラ” が目印の大きな家が『NORA』だ。
満面の笑みで案内してくれたのは、オーナーの早稲田圭さん。生まれ育った江田島市に横浜から U
ターンして 2 年。U ターンのきっかけは、こどもが産まれ、将来を考えた時に江田島市で子育てが
したいと思ったからだそう。圭さんは、本職である設計業で補いながら、宿泊業と飲食業を運営し、
奥さんの慶乃さんは、女将業だけでなく、ヨガや SUP のインストラクターとしても活躍。島暮ら
しを満喫している。1 日 1 組限定の民宿『体験民宿 NORA』を 2020 年に立ち上げ、『喫茶のら』
は今年開店したばかりだ。民宿は元々観光客向けに始めたものだったが、宿泊客の中には江田島市
で新しく何かを始めたいと話す人や、地域の方々と交流したいという人も多くいた。「お客様のお
話を聞いて、もっと地元の人たちとのかかわりを増やすために、民宿だけではなく喫茶店も始めよ
うと思いました。たくさんの人が繋がる場所になればいいなと。あと、僕は地元出身なので、観光
客だけじゃなく、江田島市に住む皆さんや、江田島市へ仕事で来ている皆さんに温かいごはんや美
味しいコーヒーを楽しんでほしいと思ったんです」

生まれ育ったまちに U ターン。地元の人たちとのかかわりを求めて

　圭さんの故郷への想いと前向きな行動は、コロナ禍の中でも多くの人を惹きつける。近所に住むおばあちゃんやおじいちゃん、
お昼休憩に駆け込むように店に入って来る働く人たち、江田島市に興味を持ち情報交換を求めて訪れる市外の人たち。　「僕はこ
の場所を、相談窓口まで固くはないけど、誰でも気軽に話をしに来れる場所にしたいんです。もちろん、人を呼び込むだけでは
なくて、そのあとをどうフォローしていくか。訪れる人みんなが “ほっ” とできる存在になれれば」
　江田島市から一度出たからこそ、江田島市の魅力を感じた。地元の知人や友人たちが言っていた “江田島は面白くない” とい
う言葉を聞いて「じゃあ、これから面白い場所にしていこう」と決心した圭さん。地元のことだけでなく、外に出たからこそ
わかる経験や視点を活かして、自分の役割を見出し、自分たちだからできることを楽しみながら実行していくその姿には、周
りの人も感嘆するほどだ。「島を楽しみながら働きまくる旦那と、島を楽しみながら遊びまくる妻。それでいいんじゃないです
かね ( 笑 )」地元を愛する圭さんと、いつでも元気いっぱいの奥さんは、今日を楽しみながら、前へ進んでいる。

「面白くない」は「面白くすることができる」

「体験民宿NORA」「喫茶のら」は中
町港から三高方面へ海沿いまっすぐ
徒歩約 5分です。

�

�

�
1. 早稲田ファミリー。NORAの看板息子・りゅうちゃん (3 歳) もお待ちしてます！　2. 昔懐かしい雰囲
気の宿泊スペース。　3. “母の味” が満喫できる人気の日替わり定食はボリュームたっぷりです。
お問い合わせ：０７０－４０３０－０６８４（NORA）

『Go ON』とは？

江田島市内で活躍する
人やお店をリレー形式
で毎月ご紹介。気にな
るあの人、いきつけの
お店…みんな繋がって
いるかも？掲載された
人が次の取材先を紹介
する、“つなぐ・つなが
る” をテーマにした企
画です。

★市役所や江田島市内の各所で
　配布しています。是非お手に
　取ってご覧ください。

おすすめポイント！

女将の慶乃さんは「リリー」
としてヨガ・SUP インスト
ラクターとしても活躍中！
詳細はスタッフまで。

毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ー 特別編 1 ー
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　江田島町鷲部にある江田島市消防本部。取材当日、元気よく出迎えてくれた早稲田さんは、新庁舎が完成したその年に
採用された消防士。生まれてから一度も島から出ずに消防士になるという夢を叶えた、今どき珍しい青年だ。
　「消防士になりたいと思ったきっかけは、東日本大震災のニュースだったんです」日本人にとって決して忘れることの
できない東日本大震災。激しい揺れが襲い、目の当たりにした自然災害が及ぼす被害の大きさへの衝撃が多くの人の胸に
強く刻まれた。当時小学生だった早稲田さんも、そのうちの一人。ニュースや映像を通して見る被害の大きさに衝撃を受
けた。「自然災害の恐ろしさを実感した時、テレビから流れてきた危険な場所で活動を続けるハイパーレスキュー隊の映

像を見て、目が離せなくなったんです」大規模火災の消火活動や、
福島第一原発での放水活動など、命を落とす危険性の高い現場で、
困難に立ち向かうハイパーレスキュー隊の姿に、早稲田さんは釘付
けになった。「危険な現場にもかかわらず、人のために活動し続け
る姿を見て、純粋に格好いいと思ったんです。『命を懸けてでも守
る』という姿を初めて見て、僕もこの人たちのように誰かを守る職
業に就きたいと思いました」その時から、早稲田さんの夢は『あの人
たちのような消防士になる』になった。
　東京消防庁に勤め、ハイパーレスキュー隊になる！しかし、高校
3年生の時に、江田島市で消防士になろうと決心
した出来事が起きた。「親戚の人が目の前で亡く
なって。僕は何もできず、悔しくて、悲しかった。
その時、『僕の周りにいる身近な人たちを守りた
い』と強く思ったんです」

　進む道は、全て自分で決める。中学校も、やりたいことがあったから能美
中学校へ進学。時間に追われることなく勉強ができると思ったから、大柿高
校に進学した。消防士になると決めたから、消防士になった。「小さい頃か
ら、決めたことは絶対。そのために何をすればいいかという判断も、誰に何
を言われようが自分で判断する。言い換えればわがままなんですけど(笑)、
両親が僕のことを本当によく理解してくれて、その度に応援してくれる。だ
から意志がぶれることなく、夢を叶えることができたんだと思います」
　江田島市消防本部は、日々災害対応に向けた訓練をしながら、職員一丸と
なって安心・安全なまちづくりに努めている。最後に、夢を叶えた早稲田さん
に消防士としての今の夢は何かと質問をした。「過去の経験を踏まえて、『救
命士』になりたいと思っています。救助活動などで最善な処置、アプローチができるようになるため、救助隊の救命士と
して活動していきたい。何年かかるかはわかりませんが、自分なりに努力を続けて、いつかは立派な救命士になれるよ
う、これからも頑張ります」貫く強い意志と努力する姿勢を持ち続けたことで夢を実現させてきた。早稲田さんが救助隊
の救命士として江田島市で活躍する日は、近い将来必ず来るだろう。

　facebookで情報を発信しています　　　　　　　　　　　　　　　　　江田島市地域おこし協力隊

シリーズ連載　その71
　「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動
内容やイベントなどのお知らせ、地域おこしに関する企画や提案
を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊（写真左から）】
国際交流支援員　　　　　小林　　純
体験型観光推進員　　　　塚田　忠則
空き家活用ディレクター　蛇草　孝介
プロモーション推進員　　牛尾奈緒子
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り
、
今
後

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
体
制
整

備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
不
安
か
ら
、
地
域
の
繋
が

り
は
ま
す
ま
す
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
江
田
島
市
で
実
践
し
て
き
た
顔
の

み
え
る
地
域
づ
く
り
の
経
験
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
年
間
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑プラットフォームで交流（中央が筆者）↑プラットフォームで交流（中央が筆者）
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